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恩 納 村 の を 探 そ う ！
2 0 2 6 恩 納 村 S a v e T h e C o r al プ ロ ジ ェ ク ト が 開 催 さ れ ま し た
　 3 月 5 日 （ 木 ） サ ン ゴ の 日 に 、 恩 納 村 S a v e T h e C o r al プ ロ ジ ェ ク ト が 開 催 さ れ ま し た 。

　 こ の イ ベ ン ト は 、 地 域 住 民 、 企 業 、 団 体 の 皆 様 と 共 に 恩 納 村 の 美 し い 海 と サ ン ゴ 礁 を 未 来 の 世 代 へ 繋 ぐ

た め の 環 境 保 全 プ ロ ジ ェ ク ト で す 。

　 活 動 内 容 は 、 ビ ー チ ク リ ー ン （ 海 ） 、 グ リ ー ン ク リ ー ン （ 陸 ） 、 サ ン ゴ 苗 の 植 え 付 け （ 海 中 ） の 作 業 を 実 施 し

ま し た  。

　 今 回 も た く さ ん の 方 に ご 協 力 を い た だ き 、 引 き 続 き 美 し い 海 を 守 る た め の 輪 を 広 げ て い け れ ば と 願 っ て

い ま す 。 皆 様 の ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　 出 発 式 に は 約 2 5 0 名 、 活 動 に は 地 域 住 民 を は じ め 、 村 内 外 企 業 及 び 団 体 、 ダ イ ビ ン グ 事 業 者 な ど 多 く の

方 に 、 ご 協 力 ご 参 加 を い た だ き ま し た 。

▲ ビ ー チ ク リ ー ン は 、 谷 茶 前 の 浜 で 実 施 し ま し た 。 約 2 3 0 名 の 参 加 が あ り 1. 5 ト ン の ご み が 回 収 さ れ ま し た 。

ま た 、 今 年 は 山 田 小 学 校 の 児 童 が マ リ ブ ビ ー チ （ 山 田 ） で 、 ビ ー チ ク リ ー ン に も 取 り 組 ん で く れ ま し た 。

◀ 陸 域 で は 、 約 5 0 名 の 方 に 参 加 い た だ き 、

グ リ ー ン ク リ ー ン と 植 樹 が 行 わ れ ま し た 。

桜 や サ ル ス ベ リ 、 シ ャ リ ン バ イ 、 ア セ ロ ラ 、

ク ロ ヨ ナ 計 2 1 本 の 木 が 植 樹 さ れ ま し た 。

◀ 海 中 作 業 で は 、 2 6 名 の ダ イ バ ー に よ り 3 5 0 本

の サ ン ゴ 苗 が 植 え 付 け ら れ ま し た 。

2 0 2 4 年 の サ ン ゴ の 大 規 模 白 化 に よ り 、 サ

ン ゴ 苗 の 確 保 が 厳 し い 状 況 で し た が 、 恩 納

村 漁 業 協 同 組 合 、 恩 納 村 マ リ ン レ ジ ャ ー 協

会 の 協 力 に よ り 、 植 え 付 け を 実 施 す る こ と

が  で  き ま し た  。
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恩 納 村 文 化 情 報 セ ン タ ー だ よ り
V ol.
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※ イ ベ ン ト の 最 新 情 報 ・ 詳 細 は 恩 納 村 文 化 情 報 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 

ホ ー ム ペ ー ジ
htt p s: / / o n n a- c ult ur e.j p

フ ェ イ  ス  ブ ッ ク
@ o n n ali br ar y
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1 0 ： 0 0  ～ 1 9 ： 0 0 1 0 ： 0 0  ～ 1 7 ： 0 0平 　 日 土 ・ 日 ・ 祝

開 館 時 間

6 日 、1 3 日 、2 0 日 、2 7 日 、3 0 日

4 月 の 休 館 日

資 料 整 理 日 1 6 日

■ ４ 月 の お す す め 本 【 う り ず ん の 季 節 】
　 春 か ら 初 夏 に か け て は 寒 暖 差 が 少 な く 、 と て も 心 地 の よ い 季 節 を 迎 え ま す 。 晴 れ た 日 に は 自 然 の 中 を 散 策 し た り 、 家

庭 菜 園 を 楽 し む な ど 、 日 々 の 暮 ら し に 小 さ な 彩 り を 添 え て み て は い か が で し ょ う か 。 

　 庭 先 や 玄 関 に 草 花 や 観 葉 植 物 を

置 く と 、 空 間 が ふ ん わ り と 明 る く 感

じ ら れ ま す 。 寄 せ 植 え の つ く り 方 や

水 や り の 基  本 を 押 さ え な が ら 、 お 気

に  入 り の  草  花  で  自  由  に ア レ ン ジ  を  楽

し ん で み ま せ ん か  。

　 本 書 は 、 身 近 な 植 物 を 使 っ た 料 理

や お 茶 、 ス キ ン ケ ア の レ シ ピ を ま と

め た 一 冊 で す 。 野 草 の 見 分 け 方 や 摘

み 方 、 ハ ー ブ 栽 培 の コ ツ ま で わ か り

や す く 紹 介 し て い ま す 。 季 節 の 野 草

や ハ ー ブ を 知 る こ と で 、 日 々 の 暮 ら

し の  楽 し み 方 が ぐ っ と 広 が り ま す 。

　 沖 縄 で は 一 年 を 通 し て 様 々 な 花 が

咲 き 、 四 季 の 彩 り を 感 じ る こ と が で き

ま す 。 よ く 見 か け る 花 の 名 前 を 調 べ て

み た り 、 本 を 片 手 に 公 園 や 住 宅 街 を

歩 き な が ら 、 花 の 形 や 色 、 香 り を 楽 し

む の も お す す め で す 。

『 お き な わ 毎 日 花 さ ん ぽ 』 『 野 草 と ハ ー ブ の レ シ ピ 』

「 お き な わ 毎 日 花 さ ん ぽ 」 編 集 部 ／ 編

安 里 肇 栄 ／ 写 真 ボ ー ダ ー イ ン ク

農 山 漁 村 文 化 協 会 ／ 編 農 山 漁 村 文 化 協 会

『 と っ て  お  き  の  ひ  と  鉢  づ く り 』

明 る い 部 屋 ／ 著 グ ラ フ ィ ッ ク 社

4 月 2 3 日 （ 木 ）1 9 ： 0 0 ～日 　 時

恩 納 村 文 化 情 報 セ ン タ ー 裏 手 内 海 テ ラ ス場 　 所

② 海 辺 の ナ イ ト シ ネ マ

■ 開 館 記 念 イ ベ ン ト

4 月 4 日 ～ 5 月 2 日 ま で の 毎 週 土 曜 日 1 1 ： 0 0 ～ 1 1 ： 3 0日 　 時

恩 納 村 文 化 情 報 セ ン タ ー 2 階 　 お は な し の 部 屋場 　 所

① 開 館 1 1 周 年 記 念 「 お は な し 会 ス タ ン プ ラ リ ー 」

　 恩 納 村 で 活 動 す る お は な し サ ー ク ル や ボ ラ ン テ ィ ア の み な さ ん と 一 緒 に 、 週 替 わ り で お は な し 会 を 開 催 し ま す 。

そ れ ぞ れ の お は な し 会 に 参 加 し て 、 ス タ ン プ を 集 め よ う ！ オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ が も ら え る よ 。

イ  ベ  ン ト 日 時

４ 月 １ ７ 日 （ 金 ） ～ ５ 月 ３ １ 日 （ 日 ）開 館 1 1 周 年 記 念 写 真 展 「 こ れ ま で の 1 0 年 、 こ れ か ら の 1 0 年 」
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